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【関東ブロック】  

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

 

■ ご記入に当たり 

・例示を削除した上で、ご記入ください。 

・該当しない項目については、空欄で結構です。また、記入票に記載のない項目についても、必要に応じ

適宜項目を追加して記入いただいて構いません。 

・記入票は、サウンディング開催案内の際に、民間事業者の参加希望者募集のため、ホームページで公

表します。 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 うるま市 

②事業名 勝連城跡周辺整備事業 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 ○整備する施設の客層は、県外、国外からの観光客を想定してい

る。 

○施設を整備することにより、世界遺産勝連城跡の来訪者及び周

辺地域一帯での滞在時間の延長を図り、飲食機会、宿泊機会等

を増やすことによる域内の観光消費の拡大を目的としている。 

○「世界遺産勝連城跡」、「文化観光施設」、「勝連城跡公園」の３

施設が効果的に連動するための事業手法について、民間事業者

が有する柔軟なアイデアを取り入れたい。 

○市場性の有無、実現可能性、民間事業者の参入意欲を把握した

い。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

○3 施設（資料２を参照）が効果的に連動するため、官民連携と

してどのような手法が想定され得るか、どの手法が適している

かについて提案いただきたい。また、それぞれ事業スケジュー

ルが違うことも考慮した意見をお聞きしたい。対象とする 3施

設の事業段階と検討内容は下記のとおりである。 

①「世界遺産勝連城跡」は既存施設で入場は無料だが、今後は

「文化観光施設」の供用開始と併せて有料化する。運営管理

について民間活力を活用したい。 
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②「文化観光施設」の展示棟、管理棟は市が整備中である。飲

食機能、物販機能の施設整備と施設全体の運営管理について

民間活力を活用したい。 

③「勝連城跡公園」は観光振興に資する都市公園とするが、具

体的な計画が定まっていない。民間事業者のノウハウを発揮

した自由な提案を受けて検討したい。 

○「勝連城跡公園」は滞在型観光への転換を目指す本市の方針に

より、宿泊機能の整備を想定しているが、その効果、実現性に

ついて意見をお聞きしたい。また、宿泊機能の整備が困難、若

しくはより効果的な活用方法がある場合は、その他の方法につ

いて提案をお聞きしたい。 

○設計・施工・運営を一体的に実施した場合と個別に実施した場

合の事業期間や全体事業費についてどのような違いが出そうか

意見をいただきたい。 

○行政への要望 

○市場性の有無 

○実現可能性 

○民間事業者の参入意欲 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設（文化観光施設、勝連城跡公園） 

2.建替え  3.改修  4.管理運営のみ（世界遺産勝連城跡） 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（           ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

本市の観光拠点として「世界遺産勝連城跡」の隣接地に「文化観

光施設」と「勝連城跡公園」を整備する。 

③現状及び課題 本市の現状は通過型観光である。経済効果の高い滞在型観光への

転換のため、新たな観光施設と宿泊機能の整備が必要である。 

④前提条件 ・主な利用者は県外、国外からの観光客 

・「文化観光施設」、「勝連城跡公園」の用地はうるま市が取得する 

・「勝連城跡公園」は都市公園法及び本市都市公園条例を適用する 

・「勝連城跡」は文化財保護法による国指定史跡である。 

⑤事業スケジュール（予定） 「文化観光施設」の飲食施設、物販施設 

平成 3１年度 事業者選定 

平成 34年度 着工 
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平成 35年度 供用開始 

「勝連城跡公園」 

平成 32年度 事業者選定 

平成 34年度 着工 

平成 3６年度 供用開始 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 沖縄県うるま市勝連南風原 3908 番 

（那覇空港から車で約１時間） 

②敷地面積 新設「勝連城跡公園」約6.６ha 

新設「文化観光施設」約3.2ha 

既存「世界遺産勝連城跡」約 13.0ha 

③土地利用上の制約 特定用途制限地域、景観地区、建ぺい率 50％、容積率 100％ 

④所有者 「文化観光施設」、「勝連城跡公園」市が取得予定 

「世界遺産勝連城跡」市が所有 

⑤周辺施設等 ・主要観光施設「海中道路」まで約 3ｋｍ（資料３） 

・2018 年秋に農水産物直売所が開業予定（車移動 10 分） 

・中城湾港（車移動 10 分）へのクルーズ船の寄港が増加してい

る（平成 30年度は 26回を予定） 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

農地山林に囲まれ、海に近く、周辺に観光資源が多数所在。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・沖縄県入域観光客数が想定を超える伸びを示している（資料４） 

・勝連城跡の来訪者数が順調に伸びているH29年度は174,421

人（資料５、６） 

・トリップアドバイザー「日本の城」ランキング第 7 位（資料７） 

・2018 年秋に農水産物直売所が開業予定（車移動 10 分） 

・中城湾港（車移動 10 分）へのクルーズ船の寄港が増加してい

る（平成 30年度は 26回を予定） 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 勝連城跡休憩所 

 

観光ﾀｰﾐﾅﾙ 

展示棟 

管理棟 

飲食棟 

物販棟 

②施設の延床面積 例）218㎡ 

 

合計 約 3,000㎡ 

 

③建物の構成（構造、階数） RC、２階 

 

RC、1階 

④主な施設の内容、導入機

能 

休憩室、管理室、トイレ 

 

展示室、管理室、民間収益施設 
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⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

管理委託 

 

指定管理者、SPC 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

 

■ 添付資料 

● 資料 1 位置図 

● 資料２ 全体平面図 

● 資料３ イメージ図 

● 資料４ 沖縄県観光客数の推移 

● 資料５ 世界遺産登録前からの入場者数の推移 

● 資料６ 勝連城跡来場者数の推移 

● 資料７ トリップアドバイザー日本の城ランキング 

● 資料８ 現地写真  


